Rubinstein-Taybi症候群患者の全身麻酔下歯科治療経験
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Rubinstein-Taybi症候群（以下RTS）は、精神発達遅滞、低身長、幅広い母指・趾、

特徴的な顔貌を伴う奇形症候群である。今回、我々はRTS患者に対する歯科治療に
際して全身麻酔を経験したので報告する。患者は11歳の男子。生下時に心雑音があり、
動脈管開存症を疑われたが経過観察後、自然閉鎖した。絞扼反射が強いこと、行動管理が難しいこと、多数歯齲蝕であること、保護者の希望もあったことから、全身麻酔下にて
歯科治療を行うこととなった。前投薬はスコポラミンとペンタゾシンを筋注した。緩徐導入を行い、経鼻的気管挿管後、酸素、亜酸化窒素、セボフルランで維持した。RTS患者は

小下顎症、先天性心奇形、行動管理など、全身麻酔管理上注意すべき点が多い。今回の
麻酔管理では、大きな支障はなかったものの、今後、RTS患者に全身麻酔を実施する場合には、これらの問題点に十分留意する必要があると思われた。
